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高松宮記念ハンセン病資料館運営協力会

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

当
資
料
館
は
一
九
九

0
年
に

戦
前
、
戦
中
、
戦
後
に
お
け
る

貞
明
皇
后
様
、
高
松
宮
様
の
ご

仁
萩
を
追
慕
す
る
と
と
も
に
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
さ
ん
が
経
て

こ
ら
れ
た
筆
舌
に
尽
く
し
が
た

い
苦
難
の
歴
史
資
料
を
収
集
展

示
し
て
、
一
般
社
会
に
問
う
こ

と
を
目
標
と
し
て
建
設
の
募
金

活
動
を
開
始
し
、
一
九
九
三
年

に
つ
い
に
完
成
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
六
年

に
は
資
料
館
建
設
運
営
の
陰
の

第
一
の
目
標
で
も
あ
り
ま
し
た

念
願
の
ら
い
予
防
法
廃
止
が
実

現
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
五
周
年
を
迎
え
る
の
に

あ
た
っ
て
、
決
定
的
な
資
金
不

足
、
人
出
不
足
の
中
で
、
私
た

ち
は
お
お
よ
そ
、
そ
の
所
期
の

目
標
以
上
の
も
の
を
達
成
し
て

寒ぼたん 撮影 大竹 章

き
た
と
勝
手
な
自
己
評
価
を
い

た
し
て
は
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
偏
に
運
営
委
員
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
中
核
を

な
す
療
友
た
ち
の
奉
仕
献
身
に

よ
る
も
の
で
す
。
一
々
お
名
前

を
あ
げ
ま
せ
ん
が
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
こ
の
資
料
の
収
集
、
展

示
、
そ
の
他
運
営
に
つ
い
て
、

謹
鑽
翰
毎

資
料
館
運
営
委
員
長
成
田
稔

運
営
委
員
・
館
員
同

日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
百

年
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
、

果
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
、
こ
の
五
周
年
を

節
目
と
し
て
、
も
う
一
度
根
本

に
立
ち
か
え
っ
て
再
検
討
い
た

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。資
料
館
を
し
て
単
な
る
考
古

趣
味
的
収
蔵
庫
と
化
さ
し
む
る

の
で
な
く
、
社
会
正
義
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
発
進
基
地
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
の
は
、
資
料

館
企
画
当
初
か
ら
の
念
願
で
あ

り
ま
す
が
、
国
内
的
の
み
で
な

く
ア
イ
デ
ア
な
ど
国
際
的
に
も

注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
今
日
、

消
す
こ
と
の
で
き
な
い
歴
史
の

厳
し
さ
、
重
み
そ
の
も
の
を
問

う
資
料
館
と
し
て
改
め
て
再
検

討
し
、
再
出
発
す
べ
き
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
忌
憚
な
き
ご
批
判
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
こ

と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

--1-

75 



1998年 1月1日 高松宮記念ハンセン病資料館 第 18号 （季刊）

・一
復
権
二
年
目

ー
を
迎
え
た
昨
年

1
 

i

の
資
料
館
の
動

l
 ～

 一
き
を
ふ
り
返
っ

1
 ー
一
て
見
よ
う
。

――
 ―
―
▼
大
阪
人
権

-
i

博
物
館
に
お
い

一
ー
て
「
病
と
隔

――
 -

l
 一
一
離
」
ー
日
本
の

――
 一
近
代
と
ハ
ン
セ

――
 
―
―
ン
病
ー
を
テ
ー

―
―
マ
に
パ
ネ
ル
展

一
4

が
開
催
さ
れ
る
。

――
 ―一

(
2
月
4
日
S

1
1
 

}
l
3
月
2
日）

一
一
▼
遠
藤
周
作

――
 -

l
 一
一
の
「
わ
た
し

1
 一
が
・
棄
て
た
・

-
l
 

｀
女
」
の
原
作
を

も
と
に
熊
井
啓
監
督
が
、
日
活

映
画
復
興
第
一
作
と
し
て
制
作

し
た
「
愛
す
る
」
が
完
成
、
試

写
会
が
行
わ
れ
る
。

(
2
月
28

日）
▼
資
料
館
研
修
展
示
室
に
お

い
て
「
好
善
社
・
慰
廃
園
回
顧

展
」
が
開
催
さ
れ
る
。
社
団
法

人
・
好
善
社
は
一
八
七
七
（
明

治
十
）
年
設
立
、
慰
廃
園
は
一

九

0
五
（
明
治
三
十
八
）
年
、

好
善
社
の
事
業
と
し
て
目
黒
に

開
設
さ
れ
た
。

(
3
月
1
日

S

4
月
20
日）

▼
東
京
・
有
楽
町
マ
リ
オ
ン

に
お
い
て
記
録
映
画
「
見
え
な

い
壁
を
越
え
て
」
の
試
写
会
が

行
わ
れ
る
。
藤
楓
協
会
、
厚
生

省
、
全
療
協
（
本
部
、
多
麿
、

栗
生
、
駿
河
、
長
島
）
日
本
ハ

ン
セ
ン
病
学
会
、
所
長
連
盟
、

全
医
労
な
ど
の
関
係
団
体
と
報

道
関
係
外
七
百
数
十
人
が
鑑
賞

し
た
。

(
3
月
21
日）

▼
資
料
館
前
の
バ
ス
停
の
名

称
が
「
多
摩
研
究
所
前
」
か
ら

「
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
」
と
改

め
ら
れ
る
。

(
4
月
1
日）

▼
資
料
館
駐
車
場
で
恒
例
の

全
生
園
観
桜
会
、
各
セ
ン
タ
ー

の
コ
ー
ラ
ス
、
民
謡
、
八
王
子

マ
ジ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
シ
ョ
ウ
、

模
擬
店
も
出
て
盛
況
で
あ
っ
た
。

(
4
月
9
日）

▼
全
生
園
真
言
宗
大
師
堂
建

立
十
五
周
年
記
念
に
来
園
さ
れ

た
智
積
院
、
成
田
山
新
勝
寺
、

川
崎
大
師
、
高
尾

山
薬
王
院
、
高
幡

不
動
な
ど
の
高
僧

二
十
三
名
外
に
よ

拶
る
母
娘
遍
路
像
の

挨
供
養
が
行
わ
れ
た
。

の生

(
4
月
16
日）

谷
▼
松
丘
保
養
圏
、

先

長
島
愛
生
園
、
昔

大会
む
か
し
写
真
展
を

写試
開
催
、
長
島
よ
り

二
十
六
名
が
バ
ス

画映

で
観
覧
に
く
る
。

(
5
月
1
日
S
6

月
29
日）

▼
弘
前
市
で
開

催
の
七
十
回
日
本

ハ
ン
セ
ン
病
学
会
で
、
学
会
長

の
投
書
問
題
に
つ
き
謝
罪
す
る

と
と
も
に
、
学
会
長
、
幹
事
全

員
が
辞
任
し
た
。

(
5
月
22
日）

▼
多
摩
博
物
館
問
題
研
究
会

の
仲
間
十
数
名
で
来
訪
し
た
八

王
子
の
中
村
修
さ
ん
が
、
資
料

館
入
館
四
万
人
目
と
な
り
記
念

品
を
贈
っ
た
。

(
6
月
6
日）

▼
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
四
周

年
記
念
映
画
会
『
見
え
な
い
壁

を
越
え
て
』
を
全
生
園
公
会
堂

で
開
催
。
外
部
よ
り
四
五

0
人

が
参
加
。

(
6
月
22
日）

▼
全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所

所
在
市
町
村
連
絡
協
議
会
、
平

成
九
年
度
総
会
（
立
川
市
）
の

参
加
者
三
十
五
名
が
全
生
園
を

訪
問
、
資
料
館
見
学
に
来
る
。

(
7
月
17
日）

▼
第
二
十
回
ハ
ン
セ
ン
病
医

学
夏
期
大
学
が
全
生
園
研
修
棟

と
国
立
感
染
症
研
究
所
ハ
ン
セ

ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

開
催
。
参
加
者
二
十
四
人
は
資

料
館
に
来
る
。

(
8
月
27
日）

▼
多
麿
全
生
園
看
護
学
校
第

三
十
回
楓
祭
『
飛
翔
展
』
を
研

修
展
示
室
で
開
催
。
ハ
ン
セ
ン

病
研
究
班
の
「
世
界
に
目
を
向

け
て
」
や
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に

つ
い
て
」
「
い
き
い
き
在
宅
ケ

ア
」
「
高
血
圧
」
な
ど
の
研
究

発
表
。

(10
月
15
日
S
1
1
月
30

日）
▼
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本

部
一
階
展
示
室
で
「
尊
厳
の
確

立
」
を
テ
ー
マ
に

W
H
o
（世

界
保
健
機
関
）
主
催
の
展
示
会

が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
財
団
と

I
D
E
A
が
協
力
、
ハ
ン
セ
ン

病
の
差
別
、
偏
見
を
な
く
す
た

め
の
国
連
本
部
で
の
展
示
会
は

初
め
て
。

(10
月
30
日

S
l
l
月

19
日）
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・
看
護
婦

23
歳

女

性

学
生
の
時
に
全
生
園
で
実
習

を
し
、
こ
の
資
料
館
を
知
り
ま

し
た
。
館
内
を
見
て
背
ス
ジ
が

寒
く
な
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま

し
た
。
偏
見
で
隔
離
さ
れ
て
一

生
を
過
す
な
ん
て
あ
ま
り
に
ひ

ど
い
事
で
す
。
現
在
の

A
I
D

S
で
も
そ
う
で
す
が
、
後
々
で

気
づ
く
悲
劇
は
さ
け
た
い
も
の

で
す
。
私
達
に
今
出
来
る
こ
と

は
…
…
身
近
な
も
の
と
し
て
考

え
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
学
生
府
中

18
歳

女

性

私
は
今
演
劇
活
動
を
し
て
い

ま
す
が
次
の
芝
居
で
ハ
ン
セ
ン

病
が
出
て
来
ま
す
。
そ
の
為
沢

山
の
本
を
読
み
ま
し
た
が
、
実

際
に
資
料
館
に
来
て
み
る
と
、

百
％
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
痛

み
、
つ
ら
さ
が
ど
ん
ど
ん
伝
わ

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題
が
あ

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
少
し
ず

つ
変
っ
て
来
て
い
る
ん
だ
な
あ

…
と
同
時
に
、
自
分
に
何
が
出

来
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
に

か
り
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
方
に
、
こ
こ
に

訪
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
限
り
で

・
介
護
員

42
歳

女

性

世
間
一
般
に
は
ま
だ
ま
だ
伝

染
病
と
い
う
認
識
が
強
く
残
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
療
養

所
勤
務
と
い
う
理
由
で
、
お
茶

も
飲
み
に
寄
っ
て
も
ら
え
な
か

っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

素
人
を
説
得
で
き
る
だ
け
の

正
し
い
知
識
を
得
た
く
て
訪
れ

て
み
ま
し
た
。
駿
河
療
養
所
盲

人
会
館
勤
務
に
役
立
て
て
ま
い

＂貝[['に
責
鶉
纏
の
意
●

歳

男

性

者

館来

私
が
中
学
生

の
頃
、
療
養
所

の
あ
る
島
に
橋
を
架
け
る
の
に

監
視
所
を
設
け
る
こ
と
で
報
道

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時

初
め
て
ハ
ン
セ
ン
病
と
い
う
も

の
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

北
条
民
雄
の
「
い
の
ち
の
初
夜
」

を
読
ん
だ
り
、
ま
た
最
近
の
ら

い
予
防
法
廃
止
な
ど
で
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
り
資
料
館
を
訪

れ
ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
限
っ
た
話
で

あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
間
の
無
知

と
偏
見
は
恐
い
も
の
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
一
度
う
え
つ
け
ら

れ
た
も
の
は
、
そ
れ
が
誤
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
せ
よ
、
な
か
な

か
拭
い
去
る
こ
と
は
で
き
な
い

も
の
で
す
。
広
く
社
会
に
啓
蒙

し
て
い
く
為
に
当
資
料
館
は
と

て
も
意
義
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
・
中
国
の
看
護
婦
八
人

今
度
の
見
学
を
通
し
て
、
い

ろ
い
ろ
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て

よ
く
勉
強
で
き
ま
し
た
。
帰
国

し
て
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
身
体

の
不
自
由
な
方
に
対
し
て
、
お

も
い
や
り
の
あ
る
気
持
ち
で
世

話
を
し
て
、
愛
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

・
無
職
富
山

78
歳

男

性

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
知
り

今
更
乍
ら
思
い
当
る
こ
と
が
あ

り
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
。

私
の
過
去
の
職
場
に
一
緒
に

い
た
知
人
が
突
然
こ
の
病
に
か

か
り
、
職
場
か
ら
貨
物
車
に
乗

せ
ら
れ
、
長
島
愛
生
園
に
送
ら

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
知

人
と
は
今
は
音
信
不
通
で
あ
る

が
、
元
気
で
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

・
神
職
笠
島

35
歳

男

性

活
字
で
今
ま
で
勉
強
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
実
際
の
資
料
展

示
を
見
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
大

変
有
難
い
。
人
の
世
と
は
人
権

と
は
、
と
改
め
て
考
え
な
お
す

好
機
と
な
り
ま
す
。

・
僧
侶
滋
賀

43
歳

男

性

僧
侶
と
し
て
「
業
病
」
と
言

っ
た
り
、
ま
た
は
無
知
か
ら
、

ハ
ン
セ
ン
病
差
別
に
加
担
し
た

事
実
に
漸
愧
い
た
し
ま
す
。

雑
居
部
屋
の
実
態
、
藤
本
事

件
、
黒
髪
小
事
件
は
初
め
て
知

り
、
全
く
憤
り
以
外
な
に
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
映
画
「
も

の
の
け
姫
」
で
、
ラ
イ
者
が
登
場

し
ま
す
が
、
正
し
い
知
識
を
子
供

た
ち
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
学
生
都
内

16
歳

女

性

ハ
ン
セ
ン
病
の
人
が
ど
う
い

う
生
活
を
送
り
、
ど
の
よ
う
な

気
持
で
い
た
か
と
い
う
こ
と
な

ど
、
写
真
や
手
紙
な
ど
を
見
て

い
て
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く

る
も
の
が
あ
っ
た
。
と
て
も

生
々
し
く
見
て
い
て
少
し
さ
び

し
く
、
苦
し
く
な
る
も
の
が
あ

っ
た
け
れ
ど
、
本
当
に
と
て
も

勉
強
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
・
学
生
栃
木

21
歳

男

性

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
と
そ
の

時
の
日
本
の
時
代
背
景
が
わ
か

る
と
感
じ
た
。
絵
や
陶
芸
の
作

品
な
ど
を
見
て
、
ど
れ
も
す
ば

ら
し
い
作
品
で
し
た
。
（
末
梢

神
経
の
障
害
が
あ
り
、
手
指
な

ど
が
不
自
由
に
な
っ
て
し
ま
う

と
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
）

今
度
は
誰
か
友
人
と
一
緒
に

来
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

・
学
生
三
鷹

21
歳

男

性

各
展
示
物
に
そ
れ
ぞ
れ
説
明

が
あ
り
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

他
の
博
物
館
、
資
料
館
に
比
べ

照
明
が
明
る
く
見
や
す
か
っ
た
。

小
学
生
以
下
の
子
供
は
た
ぶ

ん
理
解
で
き
な
い
と
思
う
の
で

親
同
伴
で
見
て
ほ
し
い
。
で
な

い
と
館
内
を
走
り
ま
わ
り
う
る

さ
い
だ
け
で
あ
る
。

・
保
健
婦

59
歳

女

性

資
料
の
四
散
し
が
ち
な
今
日

よ
く
整
え
て
あ
り
、
涙
と
感
動

の
気
持
で
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
ー
略
ー
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十
一
月
一
二
十

日
（
日
）
午
後

一

時

よ

り

資

料

東

京

、

大

阪

、

京

都

の

大

学

館

に

お

い

て

若

手

先

生

方

が

主

催

し

て

い

る

「
ハ
ン
セ

ン

病

生

命

倫

理

研

究

会

の

第

八

回
フ

の

差

別

・

偏

見

ォ

ー

ラ

ム

「

ハ

ン

セ

ン

病

を

考

を

越

え

て

」

を

え

る

」

が

、

十

二

月

七

日

（

日

）

テ

ー

マ

に

講

演

午

後

、

資

料

館

に

お

い

て

開

催

会

が

行

わ

れ

た

。

さ

れ

た

。

始

め

に

成

田

成

田

稔

（

多

磨

全

生

園

名

誉

稔

資

料

館

運

営

園

長

）

が

医

師

の

立

場

か

ら

、

委

員

長

が

「

資

佐

川

修

（

資

料

館

運

営

委

員

）

料

館

は

何

ん

の

が

当

事

者

の

立

場

か

ら

そ

れ

ぞ

た

め

に

」

と

題

れ

、

プ

ロ

ミ

ン

以

前

と

以

後

、

し

て

三

十

分

間

予

防

法

、

強

制

収

容

の

実

態

な

講

演

、

つ

づ

い

ど

を

述

べ

て

問

題

を

提

起

。

て

伊

波

敏

男

氏

そ

の

後

、

堺

、

松

本

、

浜

松

、

g
浣
‘
没
没
没
没
淡
没
没
泌
淡
没
泌
淡
没
泌
淡
没
淡
没
没
淡
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
淡
没
没
淡
没
没
淡
没
没
没
没
硲
没
没
没
没
没
没
没
し

服
部
け
さ
は
一
八
八
四
（
明
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
十
町
医
、
校
医
、
警
察
医
の
嘱
託
聖
公
会
の
リ
ー
女
史
と
福
音

治
十
七
）
年
七
月
十
九
日
に
福
一
月
三
日
、
草
津
バ
ル
ナ
バ
医
と
な
り
、
そ
の
上
、
近
郊
へ
の
教
会
派
の
服
部
、
三
上
と
は
若

島
県
須
賀
川
で
生
ま
れ
た
。
明
院
の
開
設
に
際
し
、
リ
ー
女
史
往
診
に
は
駕
篭
に
乗
せ
ら
れ
て
干
の
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
。

五
キ
ロ
、
六
キ
ロ

「
日
本
の
ら
い
患
者
は
日
本
人

⑭
 

治
三
十
八
年
、
東
京
女
子
医
学

校

に

入

り

、

学

生

時

代

に

駒

込

者

服

郎

け

さ

の

山

道

を

出

向

き

で

救

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

キ

リ

ス

ト

教

会

に

通

い

受

洗

し

駆

日

夜

奔

走

し

た

。

と

、

二

人

は

実

際

の

計

画

を

夜

た

。

大

正

三

年

、

三

井

慈

善

病

牛

～

一

八

八

四

S
一
九
二
四
大
正
六
年
頃
か
の
更
け
る
の
を
忘
れ
て
語
り
あ

院
で
生
涯
の
友
、
三
上
千
代
と
や
三
上
千
代
に
招
か
れ
草
津
へ
ら
病
疾
心
臓
弁
膜
症
の
た
め
心
っ
た
。
大
正
十
―
―
―
年
、
△
鈴
蘭

出
会
っ
た
。
三
上
千
代
の
後
を
お
も
む
く
。
大
正
七
、
八
年
頃
悸
充
進
し
た
が
、
毎
夜
枕
許
に
病
院
」
を
滝
尻
ヵ
原
に
開
院
し
た

追
っ
て
全
生
病
院
に
転
じ
直
接
か
ら
草
津
町
の
医
師
は
服
部
け
聴
診
器
を
お
い
て
、
ど
ん
な
真
が
、
二
十
三
日
目
の
十
一
月
―
―

ら
い
患
者
の
診
療
に
当
た
っ
た
。
さ
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
夜
中
で
も
往
診
に
応
じ
た
。
十
二
日
服
部
け
さ
は
昇
天
し
た
。

◎
で
公
公
公
没
没
没
没
淡
淡
涙
‘
戌
沼
公
淡
骸
‘
淡
没
没
没
没
没
没
没
淡
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
没
淡
没
没
没
没
淡
淡
没
し

講演会 r偏見・差別を越えて」
『花に逢はん』からの話に感動．I

満員の講演会参加者

〔
元
多
磨
全
生
園
入

園
者
・
（
社
）
ゼ
ン

コ
ロ
前
常
務
理
事
〕

が
、
「
家
族
・
社
会

と
共
に
1

『
花
に
逢

は
ん
』
か
ら
」
と
題

し
て
約
二
時
間
講
演

を
行
な
い
、
満
員
の

参
加
者
に
深
い
感
動

を
与
え
た
。

講
演
終
了
後
も
半

数
の
人
は
会
場
に
残

り
、
五
時
近
く
ま
で

伊
波
さ
ん
と
の
質
疑

応
答
を
行
な
い
、
理

解
を
深
め
て
い
た
。

鑓
翁
臼
図
固
窟
ヲ
窃
ー
＝
亨
幽

京
都
、
宇
都
宮
、
千
葉
、
埼
玉
、

東
京
な
ど
の
参
加
者
か
ら
次
々

と
発
言
、
質
問
が
あ
り
、
五
時

近
く
ま
で
討
議
、
ハ
ン
セ
ン
病

へ
の
理
解
を
深
め
合
っ
た
。

平
沢
氏
に
東
弁
人
権
賞

東
京
弁
護
士
会
の
九
七
年
度

「
東
京
弁
護
士
会
人
権
賞
」
に

多
磨
全
生
園
入
園
者
自
治
会
長

平
沢
保
治
さ
ん
（
七

0
)
が
選

ば
れ
た
。
予
防
法
廃
止
と
社
会

的
差
別
か
ら
患
者
の
人
権
を
守

り
、
回
復
さ
せ
る
た
め
の
長
年

の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

受
賞
は
一
月
八
日
、
霞
ヶ
関

の
弁
護
士
会
館
で
行
わ
れ
る
。

◎
あ
と
が
き

三
六
五
日
、
八
七
六

0
時
間

”
一
年
間
＂
を
長
い
と
思
う
か

短
い
と
思
う
か
、
人
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、
年
を
と
る
と
と
も
に
月

日
が
短
く
、
心
の
あ
せ
り
を
感

じ
る
。開
館
五
周
年
を
迎
え
る
資
料

館
、
多
く
の
人
に
理
解
と
啓
発

の
広
が
り
を
I.

（修）
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